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日
本
中
が
少
子
高
齢
化
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

情
報
化
の
３
つ
の
波
と
、気
候
異
変
に
よ
る

水
害
の
急
増
な
ど
に
翻
弄
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、不
安
定
雇
用
に

よ
る
格
差
の
拡
大
、地
域
福
祉
の
支
え
手

不
足
の
深
刻
化
は
、だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。資
源
を
海
外
に
依
存
し

経
済
効
率
だ
け
を
追
求
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

型
の
経
済
発
展
至
上
主
義
は
、コ
ロ
ナ
後

の
社
会
に
は
通
用
し
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、必

要
な
ケ
ア
人
材
を
地
域
で
育
て
、そ
の
報
酬

国
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
解
除
か
ら
、一
ヶ
月
以
上
た
ち
ま
し
た
。そ
れ
で
も
東
京

で
は
毎
日
の
よ
う
に
　
人
以
上
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
陽
性
者
の
発
生
が
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
、東
京
都
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。私
た
ち
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、東
京
を「
生
活
の
ま
ち
、安
心
・
共
生
・
自
治
の
ま
ち
」と
す
る
た
め
、

新
知
事
に
対
し
て
も
地
に
足
の
つ
い
た
政
策
提
案
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

に
よ
り
地
域
経
済
の
循
環
を
促
す
よ
う
な

持
続
可
能
な
社
会
構
造
に
シ
フ
ト
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
間
、社
会
を
支
え
る
縁
の
下
の
力
持

ち
と
も
い
え
る
よ
う
な
職
種
、い
わ
ゆ
る
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
方
々
の
重
要
性

に
特
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。緊
急
事
態

宣
言
に
よ
る
保
育
の
自
粛
中
、施
設
へ
の

公
的
補
助
金
は
満
額
支
払
わ
れ
て
い
た
に

も
係
わ
ら
ず
、一
部
の
保
育
園
で
は
、パ
ー
ト

従
業
員
へ
の
給
料
が
支
払
わ
れ
ず
休
業
手

当
の
対
象
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
事
態
が

生
じ
て
い
ま
す
。女
性
に
集
中
し
て
い
る
ケ

ア
労
働
、特
に
非
正
規
雇
用
者
へ
の
不
平
等

な
扱
い
を
是
正
し
、同
一
価
値
労
働
同
一
賃

金
の
実
現
が
必
要
で
す
。介
護
分
野
で
は
、

利
用
す
る
高
齢
者
が
感
染
防
止
の
た
め
利

用
を
控
え
た
た
め
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
声
が
、区
内
事
業
者
か
ら
も
聞

こ
え
て
い
ま
す
。こ
れ
を
機
に
離
職
す
る
方

も
多
く
、今
後
の
支
え
手
確
保
は
更
に
大

き
な
課
題
で
す
。社
会
全
体
で
高
齢
者
を
支

え
る
介
護
制
度
を
守
り
、地
域
経
済
を
支

え
る
福
祉
事
業
の
存
続
や
働
く
方
々
へ
の
報

酬
の
確
保
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
情
報
化
の
マ
イ
ナ
ス
側
面
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
デ
マ
の
拡
散
や
情
報
過
多
に

よ
る
イ
ン
フ
ォ
デ
ミ
ッ
ク
、新
た
な
手
口
を

使
っ
て
の
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
表
れ
て

い
ま
す
。成
人
向
け
を
含
め
た
消
費
者
啓

発
や
情
報
教
育
を
更
に
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。一
方
、情
報
通
信
の
技

術
の
進
歩
に
よ
り
、端
末
を
使
っ
た
複
数

人
で
の
会
議
や
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
が

急
速
に
一
般
化
し
て
い
ま
す
。在
宅
勤
務

や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
使
っ
た
分
散

業
務
に
よ
り
、感
染
拡
大
を
防
ぐ
と
い
う
よ

う
な
戦
略
を
と
る
企
業
や
官
公
庁
も
増
え

て
い
ま
す
。こ
れ
が
一
過
性
の
物
で
な
く
、

都
心
集
中
の
人
の
流
れ
を
分
散
し
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
回
帰
、生
活
時
間
を
大
切
に
す
る
社

会
に
向
け
た
働
き
方
改
革
へ
の
一
歩
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

キャプション①

　東京・生活者ネットワークは、2018年にジェンダー問題プ
ロジェクトを立ち上げ「東京に住む女性たちへのインタビュ
ーからの政策提案」と「自治体での男女平等調査によるラン
キングの発表」を行いました。同時に起きていた官僚や首長、
議員など公人によるセクハラやフラワーデモに象徴される性
暴力の課題、ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）の3つのテー
マで、引き続き自治体調査プロジェクトを立ち上げました。
　生活者ネットワークでは、国がＤＶ防止法をつくる以前から
東京都にＤＶ防止条例をつくる提案をし、被害者支援団体へ
の公的支援や子ども虐待とＤＶ施策の連携を訴えてきました
が、まだまだ充分とは言えない状況です。
　ジェンダー不平等の問題は根強く世界の流れに追いつか
ず、日本のジェンダーギャップ指数は、さらに順位を下げ153
か国中121位となりました。

生活者ネットワークの活動は、カンパとボランティアで
支えられています。カンパは、1口1,000 円からいくらで
もいつでもOKです。どうぞよろしくお願いいたします。

【ゆうちょ銀行】世田谷・生活者ネットワーク
記号）00110-1-765709
店名）108　普）0765709３つのルール

議員は交代制
（ローテーション）

❶ ❷
議員報酬は
市民の政治
活動資金に

❸
選挙は
カンパと

ボランティアで
生活者
ネットワーク

生活者ネットワークは市民と議会・行政をつなぐ
パイプ役として、地方議会に議員を送りだしています。
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「新型コロナウィルス感染拡大防止対策に
  ついての緊急要望」を区長へ

東京を「生活のまち、
安心・共生・自治のまち」に
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ジェン
ダー主流化

を東京から！

～女性が
暮らしやすいまち

～

女性の安心安全自治体調査
（セクハラ・ＤＶ・性暴力施策）

　全国各地の支援団体、連携機関、自治体担当はそれぞれ
の持ち場で力を尽くしていますが、女性への暴力根絶の動
きを広く社会化し施策化するために、足もとからの実践が重
要です。この調査結果を単なるランキングにとどめず、地域
から社会制度を変えていく提案につなげていきたいです。
調査結果報告はHPからご覧ください。

東京・生活者ネットワークでプロジェクト
メンバーによるワークショップ

性暴力の問題に向き合って

　東京都の被害者支援都民センターに寄せられる相談件数
の約半数を占めるのが性暴力であるにも関わらず行政の支援
体制はお粗末です。生活者ネットワークでは再三、性暴力への
対応を議会で取り上げてきました。平成30年12月には「犯罪
被害者等支援条例」の制定に関する陳情が出され、趣旨採択
となっています。これまでの被害
に会った女性も悪いといった風
潮を変え社会全体の問題とし、
今後、区でも検討される「犯罪被
害者等支援条例」の中で性暴力
への対策が進むようさらに取り組
んで行きます。

東京・生活者ネットワーク　女性の安全・安心自治体調査
結果ランキング

総合ランキング　（　　）内は点数
1位 日野市（54）

2位 八王子市（49）

3位 国分寺市（47）

4位 港区（46）  世田谷区（46）  中野区（46）  豊島区（46）

8位 文京区（42）

9位 大田区（41）  江戸川区（41）

11位 杉並区（40）

12位 江東区（39）  目黒区（39）  足立区（39）

↑調査結果の
  詳細はこちら
  のQRコードか
  らご覧ください。



に
下
況
状
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機
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の
援
支
の
食
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け
お

て
い
つ
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方
り
あ

今

　

わ
に
間
期
長
な
う
よ
の
回

る
た

休
く
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が
と
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た
し
験
経
が
も
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は
校

大
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た
し
ま
り
あ
が
い
惑
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変

　

力
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れ
遅
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に
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添
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す
で
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人
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と
こ
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め

　

別
差

、
ス
レ
ト
ス、
見
偏

会
社
人
大

の。
す
ま
し
響
影
も
に
心
の
も
ど
子
は
き
動

長
成
の
心、
ず
ら
陥
に
義
主
上
史
績
成

、

よ
る
め
進
を
育
教
う
養
を
力
間
人

求
う

。
た
し
ま
め
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今、
り
ま
高
が
待
期
の
へ
育
教

は
後
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生
を
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良
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ら
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、
く
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て
め
進
て
し
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業
授
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こ
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こ。
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ま
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に
と

に
立
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生
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は
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ん
ろ
ち
も
は
術
技
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こ
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使

り
配
目
な
寧
丁
る
す
対
に
り
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ひ
人
一

が

は
校
休
時
臨
の
校
学

３

び
よ
お
も
に

、

分
部
と

ま
り
ま
始
が
校
登

し

旦
一、
間
の
こ。
た

食
の
も
ど
子、
は

を
登
散
分
う
伴
を
食
給
め
た
る
す
保
確

校

れ
さ
示
が
針
方
の

、
が
た
し
ま

拡
染
感

大声
の
対
反
ら
か
民
区
の
く
多
れ
さ
念
懸
が

あ
が

急、
り
が

遽

さ
換
転
針
方、

ま
れ

。
た
し

の
日
一
が
食
給
校
学、
し
か
し

養
栄

源
と

。
活
生

に

と
い
し
欲
て
け
助
も
て
い
て
し
窮
困

を
声

れ
忘
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と
こ
る
あ
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庭
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い
な
れ
ら
げ
あ
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ん
せ
ま
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は
て

世
子
多
や
庭
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親
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と
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ど
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な
帯
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必
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と
要

庭
家
る

お
へ

や
当
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米
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、

ト
レ
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食
ト

、
し
供
提
を
品

た
も
ど
子

ち
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食
の

事
る
え
支

、
が
す
ま
り
あ
も
例

民

間

も

の

た
え
備
に
後
今。
ん
せ
ま
り
あ
は
で

対

。
す
で
務
急
が
策

、
利
権
ぶ
学
の
も
ど
子

り
寄
に
心
の
も
ど
子

て
い
つ
に
育
教
う
添

　

域
地
と
所
健
保

連
の
療
医

よ
に
携

るで
要
必
は
ず
ま
が
化
強
の
策
対
症
染
感

の
力
協
ら
か
ど
な
会
師
医
谷
田
世。
す

申検

に
開
再
校
学
中
小
立
区

て
い
つ
に
策
対
康
健

　

営
の
ど
な
ン
ラ
ト
ス
レ、
粛
自
出
外

業が
達
配
や
り
え
か
ち
持
の
物
食
飲
で
小
縮

増
プ
明
透
は
で
区
谷
田
世。
す
ま
い
て
え

ラ
と
収
回
点
拠
の
回
２
月

エの
へ
台
歳
千
ル
ク
イ
サ
リ、
賀
用
ザ
ラ
プ
コ

し
で
み
込
ち
持

せ
ま
い
て
し
収
回
か

ん
で

た
し

手
て
全。

渡

コ、し
止
停
を
収
回
は
に
間
期
態
事
急
緊
ナ
ロ

染

ご
ラ
プ
ど
な
題
問

削、
れ
さ
目
注
が
み

減

員
議
会
議
区

子
り
え
井
金

文教常任委員会
災害・防犯・オウム問題対策等
特別委員会

員
議
会
議
区

子
ち
み
中
田

区民生活常任委員会
オリンピック・パラリンピック等
特別委員会

マスクをつけて久しぶりの登校　

　

　月
４
が
区
谷
田
世

を
集
募
に
日

開

は
金
附
寄
た
し
始

千
一
も
く
早

円
万
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対
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し
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を
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寄
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く

る
募
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ウ
ナ
ロ
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新

る
え
こ
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も
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を
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つ
に
金
附
寄
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り
な
と
開
再
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は
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を

務
用

案
提
を
用
雇
材
人

た
し
ま
し

。
形
の
か
ら
何
く
な
は
で

で
域
地、
で
と
こ
う
ら
も
て
い
働
し
用
雇

で

い
て
れ
ら
め
求

解
題
問
の
用
雇
る

も
に
消

　

亜
次、
は
毒
消
の
校
学
中
小
立
区

素
塩そ、

き
拭
で
液
釈
希
の
ム
ウ
リ
ト
ナ
酸

の場
現
校
学。
す
で
う
そ
る
す
を
き
拭
空
後

生
先。
す
ま
れ
ら
め
求

の

環
境
、

活

つ
に
ト

て
い
質

し
問

し
ま
た
。

　

自
の
も
ど
子、
た
ま

発

習
学
な
的

で
が
き

な
が
境
環
る

、
後
今、
ら
か
声
う
い
と
い

第

第、
波
２

学、
め
た
の
時
た
き
が
波
３

校

コ
ソ
パ
や
館
書
図

学
校

を
設
施

を
所
場
居
の
も
ど
子、
し
用
活

備
準

。
た
し
ま
え
訴
と
き
べ
く
お
て
し

使
た

目
用

に
確
明
を
的

。
す
ま
り
あ
が
要
必
す
示

に
当
本、
は
金
附
寄
の
区
谷
田
世、
た
ま
　

く
届
に
か
や
速
に
々
方
る

う
よ

。
す
で
き
べ
す
築
構
を
み
組
仕

主
帯
世

と

Ｄ
る
す
に
別
を
帯
世

Ｖ

虐
の
親
や
者
害
被

も
ど
子
る
い
て
出
を
家
れ
逃
ら
か
待

外、
籍
国
無、
方
の

の

、
ど
な
人
法
し
な
み、
方

組
枠
な
き
大

の
み

外
ら
か
援
支

者
業
事
や
方
る
れ

き
て
で
が

い
て

る
す
視
無
を
と
こ
る

き
で
は
と
こ

ま

ん
せ

生
も
て
ち
落
れ
ぼ
こ
ら
か
度
制。

活と
る
す
済
救
が
体
治
自
礎
基
る
あ
で
場
の

ら
め
求
が
悟
覚
の
て
し
と
区
谷
田
世
う
い

。
す
ま
い
て
れ

　

源
財
の
区
谷
田
世
の
後
今
い
伴
に
大
拡
染

期
長
中、
は
し
通
見

減
入
歳
て
み
に
的

少

れ
さ
想
予
が

厳
て
め
極
り
お
て

い
し

状
況

谷
田
世
の
こ、
そ
こ
今。
す
で

附
寄
ら
か

文

さ
成
醸
を
化

ス

え
こ
り
乗
を

環
循
の
金
お
の
め
た
る

生
を

い
思
を
い
互
お、
し
出
み

合
え
支
り
や

え
ま
り
あ
が
要
必
く
い
て
し
に
会
社
る

。
すを

度
年
は
で
ま
ま
の
金
附
寄、
し
か
し

越

活
た
え

第、
で
こ
そ。
ん
せ
ま
き
で
が
用

２を
用
活
期
長
た
え
備
に
来
到
の
波
３
第
波

し
案
提
を
と
こ
る
す
に
金
基、
し
定
想

ま

。
た
し

な
と
化
料
有
も
袋
ジ
レ
り
ま
高
が
運
気
の

度
年
今。
た
し
ま
り

都
京
東
ら
か

ゼ
は

ロ針

護
介
な
心
安
全
安

に
続
継

て
け
向

　

世
「、
年

　て
き
で
が
度
制
険
保
護
介

区
谷
田

計
業
事
険
保
護
介

か
年
来
は」
画

い
担
の
護
介。
す
ま
り
な
と
期
８
第
ら

手
査
調
体
実
の
区
谷
田
世、
は
化
齢
高
の

で

明
も

問
訪
で
勤
常
非
に
特。
す
で
か
ら

介
歳
　、
が
上
以
数
半
の
方
る
わ
携
に
護

代援
支
活
生
常
日、
た
ま。
す
ま
い
て
え
超
を

同
や

な
援
支
行

活
域
地、
る
い

高
も
手
い
担
の
動

し
化
齢

ナ
ロ
コ
型
新
の
回
今。
す
ま
り
あ
つ
つ

感々
方
の
ら
れ
こ
が
安
不
康
健
の
ど
な
症
染の

引

き
の
退

せ
ま
ね

。
ん

足
不
材
人

む
悩
に

に
状
実
の
場
現

合

　

は
区

参
が
者
業
事、

護
介
「た
し
加

人

で
ど

現
場

の

合
に
式
様
活
生
い
し
新、
き
聞
を
声

わど
な
保
確
手
い
担
の
動
活
い
合
え
支
た
せ

●あなたが今区政で関心のある事は何ですか？
　(いくつでも◯をして下さい)
・新型コロナウィルス対策　・食の安全　・教育　・防災対策　
・子育て支援　・介護(福祉・医療)　・人権男女共同参画
・プラスチック　・ごみ　・環境問題　・緑の保全　・雇用問題
・気候変動　・若者支援　・香害
●あなたは、東京を（世田谷を）どんなまちにしていきたいと
思いますか？その他、ご自由にお書きください。
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